
全児童生徒との面談の実施(教育相談体制の強化)
なるべく早い時期に教育相談強化期間を設定し、全ての

児童生徒と面談を実施する。
特に、児童生徒に自殺を企図する兆候がみられた場合は、

保護者、スクールカウンセラー及び医療機関等と連携し、命
の危機を防ぐために万全の体制で対応に当たる。

自殺予防啓発動画の配信
千葉県精神保健福祉センターやNPO法人メンタルレスキュー

協会の協力のもと、児童生徒、保護者及び教職員それぞれ
を対象とした動画を制作し、SOSの出し方と受け止め方の
理解を深める。

1人1台端末等を活用した
健康観察

児童生徒の心や体調の変化
を早期発見し、自殺リスクの
把握や適切な支援につなげる。

相談窓口の周知徹底
児童生徒がいつでもどこ

でもすぐにアクセスできる
よう、1人1台端末等を活用
しながら、電話相談やSNS
相談等の窓口の周知を徹底
する。
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